
合せ梁の接合方法

アンカー筋の基本仕様 ＜アンカー筋及びセットは鉄筋・コンクリート工事＞ 柱・梁の面取り

（小梁
のみ糸面）
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鉄筋の延長 ＜注入孔・排出孔の設置用＞

梁

柱

梁

梁貫通孔の位置及び大きさ （要構造検討）

２×φ　かつ３００以上 ２×φ　かつ３００以上

Ｄ
φ

φφ

２
×３ｐ≧ ｐ≧

２

φ　＋φ　
×３

φ　＋φ　

ｈ≧φ

ｈ≧φ

鉄筋接合部孔加工基準
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ＲＣ柱脚

柱下端のレベル調整は

コンクリート・左官工事とする

土間コン天端

設計ＧＬ

アンカー筋及びセットは

鉄筋・コンクリート工事とする

Ａ部

※　電気カンナで１回けずる

Ｂ部

※　鉄筋接合部はエポキシ樹脂を充填するため

　　シーリングをして樹脂漏れを防ぐ

＜隣合う部材が鋭角に接合する時＞

隣合う部材が、３０°未満で接合する場合は、

ハッチング部の部材を、設ける事とする

※　左右の梁の鉄筋が通し筋にならない時は、

　　各々相手の梁に７０ずつ延長する
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φ：貫通孔径の寸法（φ≦Ｄ／４）（ＭＡＸ）

＜柱（アンカー部）＞

エポキシ排出孔　６φ

アンカー筋孔

エポキシ注入孔　６φ

Ｄ１９　：φ＝２９～３９ｍｍ

Ｄ２５　：φ＝３６～４６ｍｍ

※　柱　アンカー筋　１本に対し　上端と下端　各１ヶ所

※　注入孔は基本的に板目面につける

　　但し、アンカー筋が多い場合には積層面につけるのも可

＜梁端部・木栓長さ＞

エポキシ注入孔　６φ

木栓

水抜き孔がある場合不用

エポキシ排出孔　６φ

※　梁　鉄筋孔　１本に対し　柱端に１ヶ所、梁端に２ヶ所

木栓長さ：柱断面＞３００の場合３０ｍｍ・柱断面≦３００の場合１５ｍｍ
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＜梁中間部＞
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鉄筋孔

水抜き孔がある場合不用

※　梁　鉄筋孔　１本に対し　梁端に２ヶ所
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＜梁合掌部＞ （工場又は現場地組みの場合）
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※　注入機により圧入
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＜間柱柱頭部＞
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※　間柱鉄筋孔　１本に対し　上端と下端　各１ヶ所

＜梁が単材＞ ＜梁が複合材＞
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レベル調整治具

２－Ｍ１２　長さ７５　ラグスクリュー

下穴　９φ

※　柱面に梁下端のけがき線を入れる事
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２－Ｍ１２　長さ７５　ラグスクリュー

＜梁が水平の場合＞
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＜梁の勾配がある場合＞
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＜梁の勾配があり、柱端部の場合＞
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※　水抜き孔は下向きにする事
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